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ればならない厳しい選考ルールが設けられていま
す。タイムについては調子が良かったこともあり、
大丈夫だろうと思っていました。でも、上位２人に
入ることがとても難関でした。もともと平泳ぎは日
本が得意種目としてきたため、選考会決勝に残った
８人の誰が選ばれてもおかしくないくらい激戦区で
した。

　小学生の時期は個人
メドレーとクロールが
専門でした。でもバタ
足の練習があまり好き
ではなくて、中学生に
なる頃からは平泳ぎの
選手になりました。
　折井　小さい頃から
水泳に打ち込んできた松島さんにとって魅力はどう
いったところにありますか？
　松島　タイムを競う種目なので頑張れば頑張るほ
ど早く泳げるという達成感ですね。競技者として成
長するにつれて、自分が泳いでいる感覚と実際のタ
イムが不思議とぴったり合うようになりました。
　折井　競泳の五輪選手になるには高いハードルが
あると聞いています。選考基準を教えてもらえます
か？
　松島　競泳で日本代表になるためには五輪派遣標
準記録を突破し、日本選手権で上位２人に入らなけ

　折井　松島さんは元競泳選手で薬剤師という立場
ですが、水泳を選んだきっかけを教えて下さい。
　松島　ベビースイミングから始めていました。姉
がもともと水泳をやっていたので、生まれてすぐに
プールに入っていました。小学生の頃はピアノを習
いたくて、両親に「バタフライまで泳げるようにな
ったら、ピアノを習ってもいいよ」の言葉を胸に、
水泳を頑張りました。バタフライのテストが終わる
と、なぜか選手コースに転向してみてはどうかとい
うお誘いを受けました。数々の五輪選手を輩出した
スポーツ企業「セントラルスポーツ」ということで、
両親からもチャレンジすることを薦められ、水泳の
道に進むことになりました。

　海外での経験は新たな目標を見つけ
るチャンス――。松島美菜さんは日本
大学薬学部在籍中にロンドン五輪平泳
ぎ100ｍの日本代表に選出され、薬学
生では史上初の競泳五輪選手となっ
た。世界のトップアスリートと競い合
うことで目標を見出し、世界の頂点に
挑戦する楽しさややりがいを感じたと
いう。現在はプールから飛び出し、薬
局薬剤師として活躍する毎日を過ごし
ているが、プライベートで海外旅行に
行って自らの視野を広げている。病院
薬剤師でありながら、元サッカー日本
女子代表監督として世界を知る折井孝
男さんを聞き手に、学業と競技の両立
やオリンピックに挑んだ思い、海外の
人たちと交流することで得たもの、今
後の目標などを語ってもらった。
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松島 美菜さん
聞き手・元サッカー日本女子
代表監督
河北総合病院薬剤部長

折井 孝男さん

松島さん（左）と折井さん
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